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基 本 認 識

今後，人口減少・少子高齢化が一層進む中，地域の活力を維持・向上させるためには，

多様な主体の参画のもと，今，地域が直面している課題に対応するとともに，地域の特性

や資源を活用し，他にはない魅力を創出しながら，新たな活力を生み出すことが必要

地域の特性や資源を生かした個性ある豊かな地域の実現

目指す姿
目指す姿

県全体の持続的な発展を牽引する地域として，新たな活力を創出

中山間地域中山間地域
人と自然が作り出す中山間地域ならではの環境の中で，ゆとりある生活を実現

相互補完

都市地域都市地域
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過疎市町
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10世帯未

満の小規

模集落

高齢者割

合50％以

上集落

過疎地域

の集落数

区 分

調査時点：H22.4

◆◆◆◆ 県内過疎地域県内過疎地域県内過疎地域県内過疎地域におけるにおけるにおけるにおける集落集落集落集落のののの状況状況状況状況

◆◆◆◆県内県内県内県内のののの過疎市町過疎市町過疎市町過疎市町約１割の人口で県土の６割を支えている

中山間地域中山間地域 中山間地域の現状と課題

◇◇◇◇ 若年者若年者若年者若年者のののの流出流出流出流出やややや自然減自然減自然減自然減のののの増増増増によるによるによるによる人口減少人口減少人口減少人口減少

◇◇◇◇ 基幹産業基幹産業基幹産業基幹産業であるであるであるである農林水産業等農林水産業等農林水産業等農林水産業等のののの低迷低迷低迷低迷

◇◇◇◇ 集落機能集落機能集落機能集落機能がががが低下低下低下低下したしたしたした小規模小規模小規模小規模・・・・高齢化集落高齢化集落高齢化集落高齢化集落のののの

増加増加増加増加

◇◇◇◇ 深刻深刻深刻深刻なななな医師不足医師不足医師不足医師不足，，，，生活交通生活交通生活交通生活交通のののの縮小縮小縮小縮小などなどなどなど日常日常日常日常

生活生活生活生活をををを支支支支えるえるえるえる機能機能機能機能のののの低下低下低下低下

◇◇◇◇ 森林森林森林森林のののの荒廃荒廃荒廃荒廃・・・・耕作放棄地耕作放棄地耕作放棄地耕作放棄地のののの増加増加増加増加 などなどなどなど

４次にわたる過疎立法に基づく対策，県の重点的取組により，

社会基盤整備，医療・介護・福祉の確保等一定の成果

中山間地域中山間地域中山間地域中山間地域におけるにおけるにおけるにおける生活生活生活生活のののの基礎的条件整備基礎的条件整備基礎的条件整備基礎的条件整備とととと，，，，

持続可能持続可能持続可能持続可能なななな地域構造地域構造地域構造地域構造へのへのへのへの転換転換転換転換（（（（まちづくりまちづくりまちづくりまちづくり，，，，産業等産業等産業等産業等））））

がががが必要必要必要必要

中山間地域中山間地域中山間地域中山間地域におけるにおけるにおけるにおける生活生活生活生活のののの基礎的条件整備基礎的条件整備基礎的条件整備基礎的条件整備とととと，，，，

持続可能持続可能持続可能持続可能なななな地域構造地域構造地域構造地域構造へのへのへのへの転換転換転換転換（（（（まちづくりまちづくりまちづくりまちづくり，，，，産業等産業等産業等産業等））））

がががが必要必要必要必要

引き続く人口減少と著しい高齢化に直面し，依然として

多くの課題を抱えている現状
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生生生生活活活活 をををを 支支支支 ええええ るるるる 機機機機能能能能のののの確確確確保保保保

～安心して住み続けられる地域であるために～

生生生生活活活活 をををを 支支支支 ええええ るるるる 機機機機能能能能のののの確確確確保保保保

～安心して住み続けられる地域であるために～

� 地域医療の確保

� 生活交通の確保

� 情報通信基盤の整備

� 集落機能の維持

※ 市町との連携による地域課題の解決
※ 市町との連携による地域課題の解決

◆◆◆◆ 住民住民住民住民のののの安全安全安全安全・・・・安心安心安心安心なななな暮暮暮暮らしをらしをらしをらしを支援支援支援支援

取組を支える法的裏付け

過疎地域自立促進特別措置法過疎地域自立促進特別措置法過疎地域自立促進特別措置法過疎地域自立促進特別措置法のののの

拡充延長拡充延長拡充延長拡充延長 （～Ｈ28.3.31）

自立促進のための特別措置の拡充

過疎債対象過疎債対象過疎債対象過疎債対象ののののソフトソフトソフトソフト事業事業事業事業へのへのへのへの拡充拡充拡充拡充

地域医療，生活交通の確保，集落維持・

活性化等生活の安全・安心の確保

過疎対策推進の施策の体系中山間地域中山間地域

�地域を支えるリーディング産業の再構築

�特色ある地域資源等を活かした産業育成

� 若者をターゲットにした地域への誘引対策

（関連産業の振興，市町の定住環境，子育て・教育環境の充実）

◆◆◆◆ 地域地域地域地域リーディングリーディングリーディングリーディング産業等産業等産業等産業等のののの育成育成育成育成

◇◇◇◇ 地域地域地域地域をををを支支支支えるえるえるえる人材人材人材人材のののの育成育成育成育成・・・・確保確保確保確保

魅力魅力魅力魅力あるあるあるある中山間地域中山間地域中山間地域中山間地域のののの形成形成形成形成

～持続可能な地域とするために～

魅力魅力魅力魅力あるあるあるある中山間地域中山間地域中山間地域中山間地域のののの形成形成形成形成

～持続可能な地域とするために～

◇◇◇◇ 交流交流交流交流・・・・定住等定住等定住等定住等のののの促進促進促進促進

産業対策産業対策産業対策産業対策をををを基本基本基本基本としたとしたとしたとした

総合的総合的総合的総合的なななな取組取組取組取組をををを行行行行うううう市町市町市町市町へのへのへのへの支援支援支援支援

→→→→ 「「「「過疎地域過疎地域過疎地域過疎地域のののの未来創造支援事業未来創造支援事業未来創造支援事業未来創造支援事業」」」」

<関連施策>
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１１１１ 趣旨趣旨趣旨趣旨

産業対策，特に農林水産業の構造改革に向けた取組を基本に，未来に向けて

持続可能な地域を創造する市町を支援し，魅力ある豊かな地域づくりを推進する。

２２２２ 事業事業事業事業スキームスキームスキームスキーム

（１） 事業主体 ： 全域過疎市町 （９市町を対象）

（２） 目標設定 ： 概ね ５～10年後の目標 （人口減少幅の抑制，農業生産額，観光消費額の増など）

（３） 支援内容・スケジュール

３３３３ 期待期待期待期待されるされるされるされる効果効果効果効果

市町の自主財源

計画に基づく重点的取組を

２２２２年間交付金年間交付金年間交付金年間交付金によるによるによるによる支援支援支援支援

（（（（交付率交付率交付率交付率10/1010/1010/1010/10））））

検討会，先進地視察

等計画策定経費

（（（（補助率補助率補助率補助率1/21/21/21/2））））

事業支援

実施事業

２５年度～３２年度２４年度２３年度２２年度
年 度

計画策定計画策定計画策定計画策定 事業実施事業実施事業実施事業実施

安定的所得安定的所得安定的所得安定的所得のののの確保確保確保確保安定的所得安定的所得安定的所得安定的所得のののの確保確保確保確保

若者等若者等若者等若者等のののの定住促進定住促進定住促進定住促進

雇用機会雇用機会雇用機会雇用機会のののの創出創出創出創出雇用機会雇用機会雇用機会雇用機会のののの創出創出創出創出

中山間地域中山間地域 参考：過疎地域の未来創造支援事業の概要
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その他市町251,972人9%
広島都市圏1,949,190人68%

備後都市圏659,607人23% 備後都市圏2兆3257億円20%
広島都市圏8兆2372億円72%

その他市町9167億円8%

５

2,860,769人

都市圏都市圏都市圏都市圏のののの範囲範囲範囲範囲

○ 平成22年の広島都市圏の人口は約１９５万人で，

広島県の約７割を占め，福山都市圏と合わせると，

広島県の９割超を占めている。

○ 平成20年度の広島都市圏の総生産額は約8.3兆円で，

広島県の約７割を占め，福山都市圏と合わせると，

広島県の9割超を占めている。

都市圏都市圏都市圏都市圏のののの人口人口人口人口・・・・経済経済経済経済のののの状況状況状況状況

○ 広島都市圏は，広島市への通勤流出率が５％以上となる市町が連担した地域○ 備後都市圏は，福山市への通勤流出率が５％以上となる市町が連担した地域

【【【【都市圏図都市圏図都市圏図都市圏図】】】】

（資料：「総務省国勢調査」）

都市地域都市地域 都市地域の現状

11兆5156億円

広島県における人口の状況（平成22年） 広島県における域内総生産の状況（平成20年度）

（資料：「広島県市町民経済計算」）



○ 昭和60年以降の人口の推移は，４都市圏

とも増加傾向にあるものの，広島都市圏の

伸びは，他の３都市圏に比べ低調

地方中枢都市圏地方中枢都市圏地方中枢都市圏地方中枢都市圏のののの人口推移人口推移人口推移人口推移

広島都市圏の人口推移

地方中枢都市圏の人口推移（昭和60年=100）
○ 社会増減の相手先をみると，県内からは

一貫して人口を吸引

○ 20年前に社会増を支えていた中国４県や

九州・四国地方からの転入超過は大幅に減少

○ 社会減は，南関東等の三大都市圏への

転出が依然として高い割合

相手先地域別相手先地域別相手先地域別相手先地域別のののの社会増減社会増減社会増減社会増減

札幌, 119.6
107.0 113.1 117.0

105.6 111.7 115.3 仙台, 116.7
103.0 105.6 106.7 広島, 107.8

117.5112.4106.2
福岡, 121.2

100105110115120125

昭和60年 平成2年 7 12 17年

％ 札幌仙台広島福岡

都市地域都市地域

南関東東海近畿その他
県内中国
四国九州

-6000-4000-200002000400060008000

平2 7 12 17 22
（人）

（資料：「広島県人口移動統計調査報告書」）

広島都市圏における相手先地域別の社会増減

南関東への転出が多い。
中国４県や九州・四国地方からの吸引力が低下

（資料：「総務省国勢調査」）
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「まちづくり」に係る役割分担の状況

※今後，広島西飛行場のヘリポート化に伴い，新たに約５０ｈａの利活用可能地が発生

○ 「まちづくり」の主体として都市の将来像を提示するとともに，都市基盤の整備を推進

○ 企業など民間投資を誘導し，都市機能の整備を促進

都市地域都市地域

市市市市

県県県県

○ 広域的な交通基盤（広島都市高速，広島空港）や物流基盤（港湾整備），賑わい創出の

ための公共施設など県全体に波及効果のある都市基盤の整備

○ 市町と連携した都市計画法による土地利用の規制・誘導

○面積5.5ha，利用計画未定（検討中）広島市民球場跡地利用⑥

事業名 事業内容等－ 広島高速道路の整備 ３号線：2.9km（全体7.7km），５号線：4km① 広島ポートルネッサンス21（出島地区） ○面積：134.8ha○ふ頭，港湾関連，交流拠点，都市機能用地等② 二葉の里地区のまちづくり ○面積：13.0ha○医療・福祉（高精度放射線治療センター），都市居住，教育・人材育成，業務機能に利用③ 広島駅南口市街地再開発（Ｂ・Ｃブロック） ○面積 Ｂブロック：1.4ha，Ｃブロック：1.9haＢブロック：住宅・店舗・事務所棟（５１階）Ｃブロック：商業業務棟（１４階），住宅棟（４２階）④ 貨物ヤード跡地開発（集客施設） ○面積：4.4ha（ヤード跡地全体11.6ha）○ﾎﾞｰﾙﾊﾟｰｸﾀｳﾝ（ｽﾎﾟｰﾂ複合施設），ｺｽﾄｺ（小売）⑤ 広島大学本部跡地利用 ○面積4.7ha（全体11.4ha）○ひろしま｢知の拠点｣再生プロジェクト

○面積：2.5ha地下街開発（シャレオ） ○客席：1,730席，文化芸術ホール郵便貯金ホール取得
事業名 事業内容等－ 広島高速道路の整備 １号線：6.5km，２号線：5.9km，３号線（一部開通）：4.8km （全体7.7km） ，４号線：4.9km広島ポートルネッサンス21（宇品内港地区） ○面積：36.4ha○ふ頭，都市機能，交通機能用地等広島駅南口市街地再開発（Ａブロック） ○面積：1.2ha○商業業務棟（１２階）マツダスタジアム建設（新球場） ○面積：7.2ha（ヤード跡地全体11.6ha）○定員：33,000人実施中の事業

実施済の事業（近年の主なもの）
A

B

C

D

E

７



○ 人口減少・少子高齢化の進行やグローバルな経済競争が激化する中，厳しい地域

間競争に打ち勝って本県が持続的に発展していくためには，成長の牽引役として人口

や経済活動が集中している都市地域に目を向け，人々や企業を引きつける魅力ある

地域として，「まちづくり」の主体である市と連携し，その発展を促すことが必要

○ 都市地域に点在する未利用地の利活用

○ 人々の交流を促進する交通基盤の整備

○ 新たな県・市連携事業の推進（ソフト事業を含む。）

都市地域都市地域
都市地域における取組の方向

都市地域の発展のため，県として取り組むべき有効な施策とは

８

（検討例）


